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はしがき

本報告書は、当研究所の平成 26 年度外務省外交・安全保障調査研究事業（総合事業）の
一つである「グローバル戦略課題としての中東―2030 年の見通しと対応」の研究成果とし
て取りまとめたものです。

本研究プロジェクトでは、今やグローバルな課題となっている中東地域の安定の確立に
向けて、日本外交の役割について政策提言を行うために、中東地域の政治的変動の諸要因
を分析し、2030 年頃までの展望を予測（シナリオ・プランニング）することを活動の内容
としています。

中東地域の安定は、地域を超えたグローバルな課題であり、日本外交にとっても死活的
に重要な問題と言えます。第一に、世界最大の原油産出地域である中東地域は、エネルギー
供給を通じて世界経済の命運を握る存在です。シェールガスや再生可能エネルギーの開発
など、中東以外でのエネルギー資源開発によって、中東産原油が世界のエネルギー供給に
占める割合は漸減傾向にあるとはいえ、中東の石油は引き続き世界の主要なエネルギー源
であり続けるとみられます。特に日本は、原子力発電による電力供給が停止している中、
原油供給の約 8 割を中東地域に依存しており、中東情勢は、今後も日本を含めた世界の経
済と社会に大きな影響を与えることが想定されます。第二に、中東地域は、多くの紛争や
安全保障上の問題を抱える地域であり、その帰趨は米欧を中心にグローバルな影響を与え
ます。1970 年代以降の中東では、1979 年のイラン革命をはじめとして、イスラームの大義
に基づいた国際秩序と政治・社会の変革を訴える思想・運動が大きな力を持つようになり
ました。今やグローバルな課題の一つとなっている「テロ防止」を効果的に進めていくた
めには、イスラーム主義という名称でくくられているさまざまな思想・運動の内実を分析
し、中東地域の住民の多数が信仰するイスラームという要素を、どのようにテロの抑止と
地域の安定・発展に結びつけていくかを考える必要があると言えます。

さらに、中東問題は、国際社会を主導している欧米諸国の内政と外交の双方について、
相互に影響し合っているという意味においてもグローバルな性格を有しています。ヨー
ロッパは歴史的にも深いつながりを有し、20 世紀後半からはアメリカが、近年では経済成
長著しい中国が中東地域に強く関与してきています。国際社会と中東地域の相互影響のこ
れまでの経緯と今後の展望を分析することは、グローバルな外交課題として中東地域の問
題を捉えるうえでの重要な作業と言えるでしょう。

本報告書に表明されている見解は全て各執筆者のものであり、当研究所の意見を代表す
るものではありませんが、本書が中東地域を考察する上での一助となれば幸いです。

最後に、本研究に終始積極的に取り組まれ、本報告書の作成にご尽力をいただいた執筆
者各位、その過程でご協力いただいた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。

平成 27 年 3 月

公益財団法人　日本国際問題研究所
理事長　野上　義二
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